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有珠山噴火

限下に明鏡といわれる洞爺湖を見下し昭和新山とともに支笏洞爺国

立公園の名所の1つである有珠山が昭和52年8月7目午前9時12分

突如として大爆発を起こし噴煙は上空12,000mの高さまで達した.

昭和新山誕生以来実に33年ぶりの噴火である.

最初の爆発以後8月13目まで10数回にわたる噴火をくり返したがそ

の後噴煙も止み小康状態を保っている.しかし8月20日現在今な

お火山性地震カミ群発し火山活動が継続していることカミうかがえる.

有珠火山は歴史時代の記録によると噴火の前には例外なく火山性地震

が多発している.地震は異例に長い昭和新山の6ヵ月を除いて一般

に噴火の前3～10日間に集中している.今回は噴火前1目と非常に短

期間であった.表紙の写真は8月7目午後1時31分の噴火小林哲

夫氏の御厚意により掲載した(撮影地は洞爺湖西方)

写真小林哲夫(鹿児島大学)文石因正夫(北海道支所)�


